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第1章

はじめに

このマニュアルでは、Connected, Limited Device Configuration (CLDC) の Sunのリ
ファレンス実装について説明します。CLDC実装は、このリリースに含まれる Sunの
K Virtual Machine (KVM) 上で実行されます。

このリリースについて
このリリースパッケージは補助機能としての「アドオン」リリースで、J2ME CLDC
リファレンス実装リリースパッケージを補足するためのものです。J2ME CLDC リ
ファレンス実装は個別に入手可能です。また、Windows 98/NT (Win 32) および
Solarisプラットフォーム上で実行できます。

注 – このリリースパッケージは完全なスタンドアロンパッケージではありません。た
とえば、CLDC/KVMの Palm 固有部分のソースコードがこのリリースに含まれ
ていますが、このパッケージに含まれるソースファイルだけでは Palm
CLDC/KVM バイナリを構築できません。ソースコードから Palm バイナリを構
築するには、このパッケージを J2ME CLDCリファレンス実装上にインストール
し、パッケージに含まれる指示に従ってください。
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CLDCについて
CLDC は Java Community Process活動 (JSR-30) の成果であり、その目的はサイズの
小さい、リソースに制限がある接続デバイスのために、標準の移植可能な Java™プ
ラットフォームを定義することにあります。CLDC 仕様策定は、さまざまな業界を代
表する 18社の協力により行われました。CLDC のターゲットデバイスには、一般的
に次のような特徴があります。

■ 合計メモリが 160K バイトから 512Kバイト。Java プラットフォームで使用できる
RAM と、フラッシュメモリまたは ROMが含まれる

■ 電力の制限。電池により動作させることが多い
■ 特定の種類のネットワークへの接続性。無線、断続的な接続、帯域幅の制限あり

(多くの場合 9600 bps以下)
■ 最新の機能をさまざまレベルで持つユーザインタフェース。ユーザインタフェース
がない場合も含む

CLDC でサポートされるデバイスの例としては、携帯電話、双方向ポケットベル、携
帯情報端末 (PDA)、オーガナイザ、家電機器、POS端末などがあります。

CLDC は、リソース資源に制限がある、Javaで動作する各種デバイスに共通する最低
限の機能を提供することを目的としています。したがって、CLDC は完全な、それ自
身で完結しているソリューションではありませんが、「プロファイル」によって補足
される必要があります。たとえば、ユーザインタフェースのすべてが CLDC 仕様の範
囲に含まれていません。Mobile Information Device Profile (MIDP) という、Java
Community Process活動とは別の活動が現在行われており、特定の垂直市場およびデ
バイスカテゴリに向けて、Javaプラットフォームの機能およびライブラリについて別
途定義を策定することになっています。他の垂直市場またはデバイスカテゴリ向けの
プロファイルは、その後定義される予定です。

サポートされるプラットフォーム
J2ME CLDC リファレンス実装 (個別に入手可能)はWindows 98/NT (Win32) および
Solarisプラットフォーム上で実行できます。
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CLDC 互換の Palm Connected Organizer へのポートが、このリリースパッケージに
含まれています。Palmリリースパッケージは J2ME CLDCリファレンス実装上にイン
ストールできます。Palmへのポートは、CLDC のリファレンス実装とはみなされま
せん。
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第2章

インストールにおける注意事項

配布ファイルの解凍

注 – このリリースパッケージはスタンドアロンリリースではないことに注意してくだ
さい。このリリースは、個別に入手可能な J2ME CLDC リファレンス実装パッ
ケージ上にインストールすることを前提にしています。

以前に J2ME CLDC リファレンス実装を解凍した同じディレクトリに、配布ファイル
を上書きオプションで解凍してください。これによって、次のようなサブディレクト
リを持つ j2me_cldcというディレクトリが作成されます。

■ api

■ bin

■ build

■ docs

■ jam

■ kvm

■ samples

■ tools

これらのディレクトリの内容については、Sun の『KVMポーティングガイド』を参
照してください。このマニュアルは J2ME CLDC リファレンス実装パッケージに含ま
れています。
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ソースリリースの構築
ソースコードリリースの構築方法については、J2ME CLDC リファレンス実装パッ
ケージのリリースノートにある手順を参照してください。CLDC/KVM の Palm版を
構築するには、Metrowerks CodeWarrior のプロジェクトファイルを使用してくださ
い。

サンプルアプリケーションの実行
samples ディレクトリには、Palmプラットフォーム上で実行できるデモ用プログラ
ムがいくつか入っています。

Palm と同様の GUI

Connected, Limited Device Configuration自体は、グラフィカルユーザインタフェー
ス (GUI) の機能については定義していません。KVMの Palm実装用に作成された多
くの GUIクラスがテスト用にこのリリースに含まれています。これらのクラスは
api/classes/com/sun/kjava/ディレクトリにあります。

注 – com.sun.kjava パッケージで提供される GUIクラスは、Connected, Limited
Device Configuration (CLDC)には含まれていません。Java 2 Micro Edition用の
正規の GUIクラスは、Java Community Processを通して別途定義され、
「J2MEプロファイル」に含まれる予定です。

Palm 上でのデモアプリケーションの実行

このリリース上に Palmリリースパッケージを追加インストールした場合、実際の
Palmデバイス上でサンプルアプリケーションを実行することができます。デモアプ
リケーションは、prc ファイル (Palm実行可能ファイル) として提供されます。Palm
デバイス上に KVM.prc と KVMutil.prc 実行可能ファイルをインストールした後に、
Palmデバイス上にこれらのアプリケーションファイルを単にインストールし、Palm
アプリケーション起動プログラムからアプリケーションを実行してください。
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ソースコードからのサンプルアプリケーションの
構築
CLDC 用のアプリケーションの開発は、通常、デスクトップコンピュータ上で行われ
ます。CLDC 用の Javaアプリケーションを構築する手順の概要は次のとおりです。

1. Javaコンパイラ (このリリースには含まれません) を使用して Javaアプリケーショ
ンをコンパイルします。

2. J2ME CLDC リファレンス実装パッケージに含まれる preverifyツールを使用し
て Java クラスファイルを事前に検証します。

3. jarツールを使用して、作成するアプリケーションに含まれる Javaクラスをすべ
て含む JARファイルを作成します (jarツールはこのリリースには含まれませ
ん)。

4. MakePalmAppツールを使用して、Javaクラスファイルまたは JARファイルを prc
ファイル (Palm実行可能ファイル)に変換します (アプリケーションを Palmプラッ
トフォーム上で実行する場合)。

コマンド行での実行例

コンパイル

javac -g:none -d tmp -classpath tmp:../lib/classes
-bootclasspath ../lib/classes src/Pong.java src/PongBall.java

事前検証

../bin/preverify -d classes -classpath ../lib/classes tmp

JAR の作成

jar cvf Pong.jar Pong.class PongBall.class ...more classes...
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Palm 実行可能ファイルの構築

java -classpath ../lib/classes palm.database.MakePalmApp -v
-version "1.0" -icon icons/pong.bmp -bootclasspath
../lib/classes -classpath classes Pong
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第3章

品質の保証

テスト
JCK 互換テストバージョン 1.3、Tonga リグレッションテストおよび負荷テスト、
CLDC 1.0 TCK および言語互換性テストが、エミュレータと次のプラットフォーム上
で定期的に実行されています。

■ Palm IIIx
■ Palm V
■ Palm VII

Palm実装は、CLDC TCK 1.0に含まれる 4357種類のテストケースにすべて合格して
います。TCK 互換性ツールキットは、CLDC がサポートする Java言語、仮想マシ
ン、ライブラリのさまざまな機能に関して包括的なリグレッションテストを行いま
す。

CLDC の範囲外のコンポーネント (com.sun.kjavaや com.sun.cldc.ioパッケー
ジなど)は、同様のリグレッションテストを受けていません。これらのコンポーネン
トのテストには、さまざまなデモプログラムが使用されています。

注 – Palmリリースは、Palm VIIでのワイヤレス HTTPアクセスをサポートしていま
す。ワイヤレス HTTPは、Palm VII上の PalmOSバージョン 3.2 でのみ動作す
ることが確認されています。
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既知のバグ
多くのバグが修正のために報告されましたが、このリリース時点では一部のバグがま
だ修正されていません。未修正のバグと機能に関する要望の詳細を参照するには、次
の Java Developer Connection (JDC) Webサイトにログインしてください。

http://developer.java.sun.com/developer/.

K Virtual Machine および CLDC に関するバグについては、次を参照してください。

http://developer.java.sun.com/developer/bugParade/index.jshtml,

これらのバグは、「K Virtual Machine」というバグカテゴリの中にあります。


